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衆
議
院
議
員
�
井
英
勝
君
提
出
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
政
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

電
気
事
業
連
合
会
を
通
じ
実
用
発
電
用
原
子
炉
を
有
す
る
十
社
の
電
気
事
業
者
（
以
下
「
本
件
電
気
事
業
者
」
と
い
う
。）

か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

本
件
電
気
事
業
者
が
海
外
の
再
処
理
事
業
者
に
再
処
理
を
委
託
し
た
約
七
千
百
ト
ン
・
ヘ
ビ
ー
メ
タ
ル
の
使
用
済
核
燃
料

（
以
下
「
海
外
再
処
理
核
燃
料
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
本
年
三
月
末
現
在
、
そ
の
う
ち
約
六
千
八
百
ト
ン
・
ヘ
ビ
ー

メ
タ
ル
の
使
用
済
核
燃
料
に
つ
い
て
再
処
理
を
終
了
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
回
収
さ
れ
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

二
三
九
及
び
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
二
四
一
（
以
下
「
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」
と
い
う
。）
の
量
は
、
約
二
十
七
ト
ン
で
あ
る
。

残
り
の
約
三
百
ト
ン
・
ヘ
ビ
ー
メ
タ
ル
の
使
用
済
核
燃
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
ご
ろ
ま
で
に
再
処
理
を
終
了
す
る
予

定
で
あ
り
、
今
後
、
約
五
ト
ン
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
回
収
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

電
気
事
業
連
合
会
を
通
じ
本
件
電
気
事
業
者
か
ら
聴
取
し
、
ま
た
、
日
本
原
燃
株
式
会
社
（
以
下
「
日
本
原
燃
」
と
い

う
。
）
等
国
内
の
再
処
理
事
業
者
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
本
年
三
月
末
現
在
、
本
件
電
気
事
業
者
が
有
す
る
実
用
発
電
用

一



原
子
炉
か
ら
生
じ
た
使
用
済
核
燃
料
（
海
外
再
処
理
核
燃
料
を
除
く
。
）
の
量
は
、
約
一
万
二
千
ト
ン
・
ヘ
ビ
ー
メ
タ
ル
で

あ
り
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
量
は
、
約
七
十
一
ト
ン
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

電
気
事
業
連
合
会
を
通
じ
本
件
電
気
事
業
者
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
本
件
電
気
事
業
者
が
有
す
る
実
用
発
電
用
原
子
炉

か
ら
生
じ
る
使
用
済
核
燃
料
の
量
の
「
今
後
四
〇
年
程
度
の
推
移
」
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
年
間
約
九
百
ト
ン
・
ヘ
ビ
ー
メ

タ
ル
か
ら
約
千
ト
ン
・
ヘ
ビ
ー
メ
タ
ル
で
推
移
し
、
そ
の
後
、
現
在
計
画
中
の
実
用
発
電
用
原
子
炉
が
す
べ
て
運
転
を
開
始

し
た
段
階
で
年
間
約
千
二
百
ト
ン
・
ヘ
ビ
ー
メ
タ
ル
か
ら
約
千
三
百
ト
ン
・
ヘ
ビ
ー
メ
タ
ル
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
使
用
済
核
燃
料
に
含
ま
れ
る
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
量
に
つ
い
て
は
、
燃
料
集
合
体
の

種
類
等
に
よ
り
、
燃
料
集
合
体
ご
と
に
大
き
く
異
な
る
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
長
期
間
に
わ
た
り
推
計
し
、
お
示

し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

日
本
原
燃
の
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
が
本
格
的
に
稼
働
す
る
と
、
同
工
場
に
お
い
て
、
年
間
約
五
ト
ン
弱
の
核
分
裂
性
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
が
回
収
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

ま
た
、
同
工
場
で
回
収
さ
れ
る
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
（
軽
水
炉
に
お
け
る
ウ

二



ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
燃
料
の
利
用
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
高
速
増
殖
炉
等
の
研
究
開
発
に
係
る
利
用

が
想
定
さ
れ
る
。
プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
つ
い
て
は
、
本
件
電
気
事
業
者
が
公
表
し
て
い
る
計
画
の
と
お
り
平
成
二
十
二
年
ご
ろ

以
降
十
六
基
か
ら
十
八
基
の
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
お
い
て
プ
ル
サ
ー
マ
ル
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
合
計
で
年
間
約
五
ト
ン

か
ら
約
八
ト
ン
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
利
用
が
見
込
ま
れ
、
高
速
増
殖
炉
等
の
研
究
開
発
に
つ
い
て
は
、
高
速
増
殖

原
型
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
が
運
転
を
再
開
し
た
後
は
、
年
間
数
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
利
用
が
見
込
ま

れ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

本
年
三
月
末
ま
で
に
、
本
件
電
気
事
業
者
の
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
お
い
て
生
成
さ
れ
た
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
（
本

年
三
月
末
時
点
で
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
内
に
存
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
量
は
、
約
百
八
ト
ン
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
再
処

理
に
よ
り
回
収
さ
れ
た
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
量
は
、
約
三
十
二
ト
ン
（
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
東
海
事
業
所
の

再
処
理
施
設
で
回
収
さ
れ
た
約
五
ト
ン
を
含
む
。
）
で
あ
る
。
ま
た
、
回
収
さ
れ
た
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
う
ち
約
三

ト
ン
が
既
に
消
費
さ
れ
て
い
る
。

核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
「
累
積
生
成
量
」
、
「
累
積
回
収
量
」
、
「
累
積
消
費
量
」
及
び
「
過
剰
量
」
の
「
今
後
四

三



〇
年
程
度
の
推
移
」
に
つ
い
て
は
、
一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
に
本
件
電
気
事
業
者
の
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
お
い

て
生
成
さ
れ
る
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
量
を
長
期
間
に
わ
た
り
推
計
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル

を
実
施
す
る
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
数
等
に
係
る
長
期
的
な
計
画
が
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
お
示
し
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

「
海
外
の
事
例
と
比
較
し
た
時
、
計
画
中
の
日
本
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
利
用
と
ど
こ
が
違
う
と
こ
ろ
か
を
説
明
さ
れ
た
い
」

と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
比
較
を
行
う
べ
き
か
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
が
、
政
府
が
把
握
し
て
い
る
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
（
以
下
「
Ｍ
Ｏ
Ｘ
」
と
い
う
。
）
を
使
用
し

て
い
る
海
外
の
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
の
事
項
及
び
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
す
る
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物

質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。
）

第
二
十
六
条
第
一
項
に
基
づ
き
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
使
用
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
旨
の
許
可
を
行
っ
た
我
が
国
の
実
用
発
電
用

原
子
炉
の
デ
ー
タ
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

四



我
が
国
に
は
電
気
出
力
が
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
実
用
発
電
用
原
子
炉
が
存
在
し
な
い
た
め
、
電
気
出
力
が
百
十
万
キ
ロ
ワ

ッ
ト
の
東
京
電
力
株
式
会
社
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
三
号
炉
（
以
下
「
柏
崎
刈
羽
三
号
炉
」
と
い
う
。
）
を
例
に
挙
げ
て

お
尋
ね
の
点
に
お
答
え
す
れ
ば
、
東
京
電
力
株
式
会
社
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
柏
崎
刈
羽
三
号
炉
に
お
い
て
、
標
準
的
な

組
成
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
（
燃
料
集
合
体
平
均
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
含
有
率
約
二
・
九
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
）
及
び
ウ
ラ
ン
燃

料
（
燃
料
集
合
体
平
均
濃
縮
度
約
三
・
七
重
量
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
燃
焼
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
及
び
ウ
ラ
ン

燃
料
に
係
る
燃
焼
前
後
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
組
成
及
び
ア
ク
チ
ノ
イ
ド
系
物
質
（
原
子
番
号
八
十
九
か
ら
百
三
ま

で
の
元
素
）
の
量
は
、
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
の
と
お
り
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
ア
ク
チ
ノ
イ
ド
系
物
質
か
ら
の
放
射
線
量
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
及
び
ウ
ラ
ン
燃
料
か
ら
放
出
さ
れ
る
放

射
線
量
か
ら
ア
ク
チ
ノ
イ
ド
系
物
質
に
係
る
放
射
線
量
を
分
離
し
て
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
「
低
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
何
倍
に
な
る
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、

実
用
発
電
用
原
子
炉
で
認
め
ら
れ
る
最
高
燃
焼
度
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
使
用
し
た
場
合
と
ウ
ラ
ン
燃
料
を
使
用
し
た
場
合
で

異
な
っ
て
お
り
、
お
尋
ね
の
ア
ク
チ
ノ
イ
ド
系
物
質
の
量
に
つ
い
て
も
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
に
係
る
も
の
と
ウ
ラ
ン
燃
料
に
係
る

五



も
の
と
で
は
、
異
な
る
燃
焼
度
を
前
提
と
し
て
算
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な

い
と
考
え
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

原
子
炉
等
規
制
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
原
子
炉
の
設
置
許
可
及
び
原
子
炉
等
規
制
法
第
二
十
六
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
原
子
炉
の
設
置
変
更
許
可
に
係
る
安
全
審
査
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
原
子
炉
冷
却
材
喪
失
等
の
事
象

（
以
下
「
評
価
対
象
事
象
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
重
大
事
故
（
「
原
子
炉
立
地
審
査
指
針
及
び
そ
の
適
用
に
関
す
る
判

断
の
め
や
す
に
つ
い
て
」
（
昭
和
三
十
九
年
五
月
二
十
七
日
原
子
力
委
員
会
決
定
）
に
お
け
る
原
子
炉
立
地
審
査
指
針
一
・

二
ａ
に
規
定
す
る
重
大
事
故
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
仮
想
事
故
（
同
指
針
一
・
二
ｂ
に
規
定
す
る
仮
想
事
故
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
を
想
定
し
、
ガ
ン
マ
線
及
び
ベ
ー
タ
線
を
放
出
す
る
希
ガ
ス
等
（
以
下
「
評
価
対
象
放
射
性
物
質
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
、
環
境
中
へ
の
放
出
量
に
関
す
る
評
価
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
在
ま
で
に
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の

使
用
が
可
能
で
あ
る
旨
の
許
可
を
行
っ
て
い
る
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
炉
心
装
荷
率
が
三
分
の
一
以
下
の
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
つ

い
て
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
装
荷
し
た
炉
心
に
係
る
重
大
事
故
及
び
仮
想
事
故
発
生
時
の
放
射
性
物
質
の
放
出
量
に
つ
い
て
、

ウ
ラ
ン
燃
料
を
装
荷
し
た
炉
心
に
係
る
場
合
と
違
い
が
な
い
も
の
と
し
て
安
全
性
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六



柏
崎
刈
羽
三
号
炉
に
お
け
る
重
大
事
故
を
想
定
し
た
場
合
及
び
仮
想
事
故
を
想
定
し
た
場
合
の
評
価
対
象
事
象
に
係
る
評
価

対
象
放
射
性
物
質
の
放
出
量
に
つ
い
て
も
、
ウ
ラ
ン
燃
料
を
装
荷
し
た
場
合
と
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
装
荷
し
た
場
合
と
で
違
い
が

な
い
も
の
と
し
て
安
全
性
の
評
価
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
放
出
量
は
、
別
表
第
四
及
び
別
表
第
五
の
と
お
り
で
あ

る
。ま

た
、
お
尋
ね
の
「
過
酷
事
故
」
に
つ
い
て
は
、
工
学
的
に
は
想
定
さ
れ
な
い
ほ
ど
発
生
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
か
ら
、

安
全
審
査
に
当
た
っ
て
そ
の
よ
う
な
事
故
を
前
提
と
し
た
評
価
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
ア
ル
フ
ァ
線
及
び
中
性
子
線
を

放
出
す
る
放
射
性
物
質
の
環
境
中
へ
の
放
出
に
つ
い
て
も
、
重
大
事
故
及
び
仮
想
事
故
の
発
生
時
に
か
か
る
放
射
性
物
質
が

環
境
中
に
放
出
さ
れ
る
可
能
性
が
極
め
て
低
い
こ
と
か
ら
評
価
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
点
に
係
る
お
尋
ね
の
事
項
に

つ
い
て
は
、
お
答
え
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

「
発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
に
用
い
ら
れ
る
混
合
酸
化
物
燃
料
に
つ
い
て
」
（
平
成
七
年
六
月
十
九
日
原
子
力
安
全
委

員
会
了
承
）
に
お
い
て
、最
高
燃
焼
度
が
燃
料
物
質
一
ト
ン
当
た
り
四
万
五
千
メ
ガ
ワ
ッ
ト
日
以
下
で
あ
る
と
の
前
提
の
下
、

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
炉
心
装
荷
率
が
三
分
の
一
程
度
ま
で
で
あ
れ
ば
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
装
荷
し
た
炉
心
と
ウ
ラ
ン
燃
料
を
装
荷
し
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た
炉
心
と
の
核
分
裂
生
成
物
の
蓄
積
量
の
差
異
は
、
「
現
行
の
安
全
評
価
手
法
の
有
す
る
保
守
性
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
四
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
炉
心
装
荷
率
が
三
分
の
一
以
下

の
実
用
発
電
用
原
子
炉
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
装
荷
し
た
炉
心
に
係
る
重
大
事
故
及
び
仮
想
事
故
発
生
時
の
放
射
性

物
質
の
放
出
量
に
つ
い
て
、
ウ
ラ
ン
燃
料
を
装
荷
し
た
炉
心
に
係
る
場
合
と
違
い
が
な
い
も
の
と
し
て
安
全
性
の
評
価
を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
炉
心
装
荷
率
が
三
分
の
一
を
超
え
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
「
改
良
型
沸
騰
水
型
原
子
炉
に
お
け
る

混
合
酸
化
物
燃
料
の
全
炉
心
装
荷
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
一
年
六
月
二
十
八
日
原
子
力
安
全
委
員
会
了
承
）
に
お
い
て
、
核

分
裂
生
成
物
の
炉
心
内
蓄
積
量
の
計
算
に
用
い
る
核
分
裂
収
率
（
放
射
性
物
質
が
特
定
の
核
種
の
核
分
裂
生
成
物
を
生
じ
る

よ
う
な
核
分
裂
の
数
の
全
核
分
裂
数
に
対
す
る
割
合
）
に
関
し
、
「
評
価
対
象
と
な
る
各
事
象
（
事
故
、
重
大
事
故
、
仮
想

事
故
、
平
常
時
運
転
時
）
及
び
核
種
（
希
ガ
ス
、
よ
う
素
）
毎
に
、
ウ
ラ
ン
二
三
五
の
核
分
裂
収
率
を
用
い
る
場
合
と
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
二
三
九
の
核
分
裂
収
率
を
用
い
る
場
合
と
を
比
較
し
て
、
判
断
基
準
に
対
し
て
よ
り
保
守
的
な
結
果
を
与
え
る
方

の
核
分
裂
収
率
を
そ
れ
ぞ
れ
選
択
し
て
評
価
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ラ
ン
燃
料
を
用
い
る
場
合
と
比
較
し
て
、
よ

り
保
守
的
に
放
射
性
物
質
の
放
出
量
の
評
価
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
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四
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
米
核
管
理
研
究
所
」
の
報
告
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
装
荷
し
た
炉
心
に
係
る
事
故
の
影
響
に
つ
い
て
、
原
子
炉

施
設
の
閉
じ
込
め
機
能
が
喪
失
し
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
環
境
中
に
放
出
さ
れ
る
な
ど
、
極
端
な
前
提
を
お
い
て
評
価
を
行
っ

た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
、
か
か
る
事
故
の
影
響
を
評
価
す
る
に
際
し
て
、
必
ず
し
も
参
考
と
す
べ
き
も
の
と
は
考

え
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
事
業
は
、
原
子
炉
の
運
転
に
よ
っ
て
生
じ
る
使
用
済
核
燃
料
の
再
処
理
等
に

係
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
子
力
発
電
の
受
益
者
が
こ
れ
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
具

体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
費
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
主
体
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
負
担
す
べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
本

年
六
月
十
八
日
に
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
電
気
事
業
分
科
会
制
度
・
措
置
検
討
小
委
員
会
か
ら
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
調
査
会
電
気
事
業
分
科
会
（
以
下
「
分
科
会
」
と
い
う
。
）
へ
報
告
さ
れ
た
「
制
度
・
措
置
検
討
小
委
員
会
に
お
け
る
考

え
方
に
つ
い
て
」
（
以
下
「
小
委
員
会
報
告
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
て
、
現
在
、
分
科
会
に
お
い
て
審
議
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
「
国
民
に
負
担
を
求
め
る
額
と
そ
の
根
拠
」
並
び
に
「
単
位
発
電
量
当
た
り
」
及
び
「
一
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世
帯
当
た
り
」
の
「
政
府
が
考
え
て
い
る
原
発
の
後
処
理
コ
ス
ト
」
及
び
そ
の
「
計
算
根
拠
」
に
つ
い
て
、
現
時
点
に
お
い

て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
小
委
員
会
報
告
に
お
い
て
は
、
今
後
、
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
事
業
に
要
す
る
こ
と
と
な
る
費
用
等
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

電
気
事
業
者
か
ら
示
さ
れ
た
約
十
八
兆
八
千
億
円
の
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
費
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
訳
に
つ
い
て
費
目
ご
と

に
検
討
す
れ
ば
、
現
行
の
使
用
済
核
燃
料
再
処
理
引
当
金
及
び
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

二
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
拠
出
金
（
以
下
「
現
行
の
引
当
金
等
」
と
い
う
。
）
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
費
目
に
係
る
費
用
が
約
十
兆
千
億
円
、
現
行
の
引
当
金
等
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
引
当
金
の
対
象

と
す
べ
き
費
目
に
係
る
費
用
が
約
五
兆
千
億
円
、
費
用
が
発
生
し
た
年
度
の
当
期
費
用
と
し
て
経
理
す
べ
き
費
目
に
係
る
費

用
が
約
三
兆
七
千
億
円
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
費
用
の
う
ち
、
費
用
が
発
生
し
た
年
度
の
当
期
費
用
と
し
て
経
理
す
べ
き
費
目
に
係
る
費
用
を
除
い
た
約
十
五

兆
千
億
円
の
引
当
て
及
び
拠
出
が
料
金
原
価
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
引
率
を
用
い
て
仮
に
試
算

す
れ
ば
、
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
三
十
六
銭
程
度
と
見
積
も
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
見
積
額
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

一
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様
々
な
要
因
に
よ
り
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
る
点
に
つ
い
て
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

六
及
び
七
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
Ｍ
Ｉ
Ｔ
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
）
や
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
研
究
報
告
」
に
お
い
て
は
、
一
定
の
前

提
の
下
に
、
使
用
済
核
燃
料
を
直
接
処
分
し
た
場
合
に
要
す
る
費
用
（
以
下
「
直
接
処
分
費
用
」
と
い
う
。
）
と
再
処
理
し

た
場
合
に
要
す
る
費
用
（
以
下
「
再
処
理
費
用
」
と
い
う
。
）
を
比
較
し
、
直
接
処
分
費
用
の
方
が
相
当
程
度
少
な
く
な
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
、
平
成
六
年
に
発
表
さ
れ
た
経
済
協
力
開
発
機
構
原
子
力
機
関
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
／
Ｎ
Ｅ
Ａ
）
の

報
告
書
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
経
済
性
」
（
以
下
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
報
告
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る

前
提
の
下
で
同
様
の
比
較
を
行
っ
た
結
果
、
直
接
処
分
費
用
と
再
処
理
費
用
と
の
差
は
、
「
Ｍ
Ｉ
Ｔ
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
）
や
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
研
究
報
告
」
に
お
け
る
も
の
に
比
し
て
相
当
程
度
小
さ
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
現
在
、
「
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
に
関
す
る
長
期
計
画
」
（
以
下
「
長
計
」
と
い
う
。
）
の

策
定
の
た
め
の
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
に
つ
い
て
は
、
本
年
六
月
に
行
わ
れ
た
第

一
回
原
子
力
委
員
会
新
計
画
策
定
会
議
に
お
い
て
、
使
用
済
核
燃
料
の
直
接
処
分
等
を
含
め
て
使
用
済
核
燃
料
の
処
分
方
法

一
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に
つ
い
て
比
較
検
討
を
行
う
べ
き
で
あ
る
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
の
原
子
力
委
員
会
新
計
画
策

定
会
議
に
お
い
て
、
「
Ｍ
Ｉ
Ｔ
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
）
や
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
研
究
報
告
」
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
報

告
書
も
必
要
に
応
じ
て
参
考
に
し
つ
つ
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
使
用
済
核
燃
料
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
長
計
に
お
い
て
、
「
国
民
の
理
解
を
得
つ
つ
、
使
用
済
燃
料
を
再

処
理
し
回
収
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
、
ウ
ラ
ン
等
を
有
効
利
用
し
て
い
く
こ
と
を
国
の
基
本
的
考
え
方
と
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
民
間
事
業
者
に
は
今
後
と
も
こ
の
考
え
方
に
則
っ
て
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

七
の
�
に
つ
い
て

長
計
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
委
員
会
が
、
昭
和
三
十
一
年
か
ら
こ
れ
ま
で
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
合
計
九
回
策
定
し
て
き

て
お
り
、
平
成
十
二
年
十
一
月
の
現
行
の
長
計
の
策
定
か
ら
、
来
年
十
一
月
で
五
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
原
子
力

委
員
会
が
新
た
な
長
計
の
策
定
作
業
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ウ
ラ
ン
試
験
の
実
施
等
日
本
原
燃
の
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
の
稼
動
に
向
け
た
個
別
の
事
業
の
具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
も
踏
ま
え
て
、
実
施
者
で
あ
る
日

本
原
燃
が
安
全
確
保
を
前
提
に
地
元
の
理
解
を
得
つ
つ
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
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